
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 

施工マニュアル（便器・洗面台） 

製品の種類           ご発注品番 
                  

トイレメンテナンスセット     MENTE－T2  
内容           
① トイレ用ハード（緑、亀甲） (１枚)  AG－PMDW  100×100㎜ 
② トイレ用標準（赤、亀甲） (１枚) ASH－JMDW  100×100㎜ 
③ 曲面パット       (１個)  K－PAD 
④ トイレコート剤（500ml） (１缶) T－COAT 刷毛１本付 
⑤ 研磨シートホルダー    (１個） SF－PAD 
⑥ ナイロンたわし（白） (１枚） UFS－Ｗ   150×230㎜  
以下別売り 
⑦ トイレアルファスリー（800cc）  T－3                            
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⑦        
注) ④Ｔ－ＣＯＡＴは小売用の１Ｌ缶 

⑥のナイロンタワシ、セットはホワイト              
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施工前 

 
施工後

④ 
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作業手順 

1. 汚れが軽い場合 

 

2. 汚れが激しい場合 

 
 
 

3. 乾燥 

 
 
 

4. 原色の物や釉薬がはがれた物は必ずトイレコート剤を施工します。 

 
 
 
 
 

5. 日常維持管理 

 
 

 
 

6注意事項 

 
 
 
 

スプレーで

水をかけな

がら使用 

①のハードタイプ（緑、亀甲）で手作業研磨⇒汚れが落ちる 
              

②の標準タイプ（赤、亀甲）で手作業研磨⇒汚れが落ち光沢復元 

⑥のナイロンたわしに⑦のトイレアルファスリーの原液を数滴塗布して全面を

洗った後、水を流してふきあげます。 
撥水効果がでて汚れが付着しにくくなります。 
 

トイレコート剤の乾燥時間は 25℃で 30～60分、10℃で約 3時間必要です 
必ず厳守おねがいします。 
トイレコート剤は石油系溶剤で火気厳禁となっています。 

研磨したあと、④のトイレコート剤をハケで上から下へ素早くコートしていきま

す。 
研磨で色がはがれた物はコートすることによって元の色に戻すことが可能です。 

スプレーで 
水をかけながら 
使用 

汚れを落し水で流した後、完全乾燥してください。 
水が残っていますとコート剤がはじき、剥れの原因となります。 
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                    和式便器 トイレコート剤施工

トイレコート剤施工

                 トイレの手洗器 トイレコート剤施工

衛生陶器 施工事例

                      小便器 トイレコート剤施工

                     小便器

施工前 施工後
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